

























































































4 4 4 4
が（錯
覚や幻覚の場合のように）逸脱的である可能性に存していると考えられる（4）。




















































































の は、 た と え ば、 爆 発 が 期 待 さ れ る の が 自 然 で あ る よ う な
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4 4 4 4
意味することが分かっている




















いのはなぜ」（Davidson 1984b, p. 12〔p. 30〕）なのだろうか。
　この点にかんしてデイヴィドソンは、いわばリマインダー




































































































































信できるのだ、と（cf. Davidson 1973; 1974; 1983; 1992）。
　たしかにこれは、他者理解の可能性を根底から疑問視するような全面的な


















4 4 4 4
を「聞いたり
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論的安全性のみである（Gertler 2011, pp. 94-97）。
（8） このウィトゲンシュタイン解釈、とくに状況と狂気の関係という論点は、講義のなか
で鬼界彰夫に教わったものである。類似の論点を扱ったものとして、鬼界 2003, pp. 328-
336 も参照。ただし、この論点を分析哲学における外部主義に接続した責任は筆者にある。
（9） この一節からも明らかなとおり、デイヴィドソンは自己知が不可謬だとは考えていな
い。彼が擁護しようとしているのは、自己知は（証拠や推論に基づいていなくとも）大部分
において信頼できるという考えである。
（おがわ・ゆうすけ　筑波大学大学院一貫制博士課程
人文社会科学研究科哲学・思想専攻）
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